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発
行
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県
農
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　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
8
年
1
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
熊
本
の
バ
ス
や
電
車
で
の
決
済
方
法
が
、ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
へ
変
更
に
な
っ
て
約
1
年
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
全
国
交
通
系
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

S
U
I
C
A
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。東
京
や
大
阪
出
張

時
も
大
変
便
利
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
カ
ー
ド
で
し
た
。

東
京
に
出
張
す
る
と
、電
車
に
乗
る
た
び
に
、電
車
を

乗
り
継
ぐ
た
び
に
券
売
機
で
乗
車
キ
ッ
プ
を
買
っ
て
い

ま
し
た
。あ
る
時
、先
輩
が
キ
ッ
プ
を
毎
回
買
う
私
を

見
て
、S
U
I
C
A
カ
ー
ド
の
購
入
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。も
う
20
年
以
上
も
前
の
話
し
で
す
。

　
こ
の
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
現
金
を
持
ち
歩
か
な
く
て

い
い
し
、時
間
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。熊
本
の
バ
ス

や
電
車
で
も
使
え
て
非
常
に
便
利
で
し
た
。し
か
し
、

昨
年
の
2
月
か
ら
熊
本
市
電
を
除
い
て
、こ
の
全
国
交

通
系
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
使
え
な
く
な
り
、不
便
を
感
じ

て
い
ま
す
。ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
タ
ッ
チ
決
済
が
使

え
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、カ
ー
ド
自
体
に
タ
ッ
チ
決

済
機
能
が
付
帯
さ
れ
て
い
な
い
と
使
え
ま
せ
ん
。私
の

カ
ー
ド
に
そ
の
機
能
は
付
い
て
い
ま
せ
ん
。

撮影：平島 千佳 様

「大きなちりめんオバケ」

第13回 未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテスト入選作品

　
昨
年
12
月
の
新
聞
に
、「
酪
農
牛
舎
整
備
の
支
援
再
開
」

や「
都
府
県
酪
農
ピ
ン
チ
」と
い
う
文
字
が
大
き
く
掲
載

さ
れ
て
い
た
。農
水
省
は
こ
れ
ま
で
、酪
農
・
畜
産
農
家
の

収
益
性
を
高
め
る「
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
」で
酪
農
分

野
に
支
援
の
制
限
を
行
っ
て
き
た
。し
か
し
、酪
農
家
戸
数

の
減
少
が
加
速
し
、将
来
的
な
生
乳
生
産
量
の
減
少
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、令
和
4
年
か
ら
停
止
し
て
い
た
牛

舎
整
備
へ
の
支
援
や
機
械
導
入
時
の
増
頭
制
限
も
な
く
す

こ
と
で
、支
援
再
開
に
必
要
な
予
算
を
令
和
7
年
度
補
正

予
算
案
に
盛
り
込
み
、先
月
の
参
議
院
本
会
議
で
補
正
予

算
は
成
立
し
た
。背
景
に
は
、全
国
の
酪
農
家
の
戸
数
が

約
5
％
ず
つ
減
少
し
、全
国
の
戸
数
1
万
戸
を
割
り
込

み
、さ
ら
な
る
離
農
を
生
み
か
ね
な
い
と
の
懸
念
か
ら
で

あ
る
。

　
平
成
20
年
に
は
2
万
戸
あ
っ
た
酪
農
家
戸
数
も
半
減

し
て
お
り
、近
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
や
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
飼
料
高
騰
の
影
響
が
加
わ

り
、高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
減
少
に
拍
車
を
か
け
て
い

る
。農
水
省
は「
離
農
が
進
む
ペ
ー
ス
が
速
く
、将
来
的
に

は
生
乳
生
産
が
追
い
付
か
な
く
な
る
懸
念
が
大
き
い
」と

し
、施
設
整
備
や
機
械
導
入
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。

　
さ
て
、先
日
農
水
省
が
発
表
し
た「
農
業
セ
ン
サ
ス
」

に
よ
る
と
、自
営
農
業
を
主
な
仕
事
と
す
る「
基
幹
的
農

業
従
事
者
」は
約
1
0
2
万
人
で
、15
年
前
の
2
0
5
万

人
か
ら
半
減
し
、5
年
前
と
比
べ
て
も
25
％
減
少
し
た
。

燃
料
や
肥
料
な
ど
資
材
価
格
の
高
騰
や
猛
暑
を
背
景
に

生
産
現
場
の
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、高
齢
者
を

中
心
に
離
農
や
廃
業
が
加
速
し
た
こ
と
が
要
因
だ
と
し

て
い
る
。

　
熊
本
県
の
農
業
従
事
者
は
、約
3
万
9
千
人
で
同
じ
く

こ
の
5
年
間
で
約
24
％
、1
万
2
千
人
減
少
し
た
。

　
ま
た
、農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢
は
、67
・
6
歳
と
高
い

水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　
コ
メ
や
野
菜
な
ど
農
畜
産
物
の
国
内
生
産
能
力
が
低

下
す
れ
ば
、品
不
足
や
価
格
高
騰
は
避
け
ら
れ
ず
、「
令
和

の
コ
メ
騒
動
」の
よ
う
な
食
料
騒
動
が
常
態
化
し
、消
費

が
落
ち
込
み
離
農
が
更
に
加
速
化
す
る
恐
れ
も
あ
る
。

あ
ぜ
み
ち

2
2026

令和8年

今月の表紙「そのまま食べていいの？」 (撮影：田中 しおり  様)　第13回 未来に伝えたい農業・農村の風景フォトコンテスト入選作品

CONTENTS
■政府物価高騰対策「重点支援地方交付金」に
　関する緊急要請を実施
■TAC・出向く活動パワーアップ大会が開催される
■写真で振り返る「農政活動この１年」
■参議院議員 藤木しんや氏コラム
■参議院議員 東野ひでき氏コラム
■農政連総支部だより（宇城）
■中央会・連合会からのお知らせ

農業についてのさまざまな農業についてのさまざまな

KAB 熊本朝日放送にて
毎週金曜　夜7：54～放送中
KAB 熊本朝日放送にて
毎週金曜　夜7：54～放送中

を発信を発信『クエスチョン』『クエスチョン』
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政
府
物
価
高
騰
対
策「
重
点
支
援
地
方
交
付
金
」に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
緊
急
要
請
を
実
施▲前川收自民党県連会長（左から3人目）に要望書を

　手渡す熊本県農政連の宮本隆幸委員長

▲表彰を受ける山下清弥さん▲大会で表彰を受けた皆さん
　（前列左から3人目が山下さん）

　
熊
本
県
農
政
連
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
は
、

12
月
5
日
に
県
知
事
、
熊
本
県
議
会
、
自
民

党
県
連
に
対
し
「
重
点
支
援
地
方
交
付
金
を

活
用
し
た
農
業
者
の
経
営
安
定
化
等
に
か
か

る
緊
急
要
請
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
要
請
を
行
っ
た
の
は
、
熊
本
県
農
政
連
の
宮

本
隆
幸
委
員
長
、Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
山
本
浩

二
常
務
な
ど
関
係
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
長
引
く
生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
は
、

農
家
経
営
を
圧
迫
し
て
お
り
、
県
産
農
畜
産

物
の
安
定
生
産
に
支
障
を
き
た
し
か
ね
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
、
こ
の
よ
う
な
中
、
政

府
は
地
方
自
治
体
が
独
自
に
生
産
資
材
対
策

な
ど
に
充
て
ら
れ
る
「
重
点
支
援
地
方
交
付

金
」
を
措
置
す
る
旨
を
閣
議
決
定
し
、
令
和

7
年
度
補
正
予
算
と
し
て
計
上
し
た
こ
と
を

受
け
て
、
熊
本
県
等
に
要
請
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は
、

「
熊
本
県
の
農
業
従
事
者
は
こ
の
5
年
間
で
約

1
万
2
千
人
も
減
少
し
て
お
り
、
生
産
資
材

の
高
騰
や
猛
暑
を
背
景
に
、
離
農
・
廃
業
が

加
速
化
し
て
い
る
。
政
府
の
経
済
対
策
と
し

て
、『
重
点
支
援
地
方
交
付
金
』
が
措
置
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
活
用
し
た
農
業
者
の

経
営
安
定
化
に
向
け
た
要
請
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
要
請
を
受
け
た
熊
本
県
農
林
水
産
部
の
中

島
豪
部
長
は
「
資
材
価
格
の
高
騰
が
農
家
経

営
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。
物
価
高
騰
対

策
な
ど
の
各
種
支
援
策
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
応
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
民
党
県
連
の
前
川
收
会
長
は
「
日

本
の
食
料
安
全
保
障
は
農
家
が
い
な
け
れ
ば

成
り
立
た
な
い
。
農
家
後
継
者
を
つ
く
り
農
業

生
産
を
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
要
望
に

つ
い
て
は
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
中
で
カ

バ
ー
で
き
る
よ
う
や
っ
て
い
く
」
と
話
し
ま

し
た
。

「
Ｔ
Ａ
Ｃ・出
向
く
活
動
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
が
開
催
さ
れ
る
」

　
Ｊ
Ａ
全
農
は
、11
月
に
横
浜
市
で「
Ｔ
Ａ
Ｃ
・

出
向
く
活
動
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
2
0
2
5
」

を
開
催
し
ま
し
た
。今
回
で
18
回
目
と
な
る
大

会
に
は
、全
国
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
含
め

3
0
0
人
超
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
は
地
域
農
業
の
担
い
手
に
出
向

く
Ｊ
Ａ
担
当
者
の
全
国
統
一
名
称
で
す
。全
国
に

は
3
1
6
Ｊ
Ａ
で
3
、4
1
9
人
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
が

活
動
し
て
お
り
、農
業
経
営
者
を
日
々
訪
問
し
、

農
業
経
営
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
え

て
い
ま
す
。

　
大
会
は
、地
域
農
業
振
興
・
担
い
手
経
営
支

援
の
要
と
な
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
日
頃
の
成
果
を

共
有
し
、Ｔ
Ａ
Ｃ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
と

さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、Ｊ
Ａ
事
業
の
質
向

上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
大
会
開
催
に
あ
た
り
J
A
全
農
の
折
原
敬
一

会
長
は「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
発
揮
し
、

業
務
改
善
や
生
産
基
盤
を
確
立
し
て
い
く
こ

と
が
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
意
義
だ
。地
域
農
業
の
持

続
的
な
発
展
に
向
け
て
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
」と
力
を
込
め
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、各
ブ
ロ
ッ
ク
で
選
出
さ
れ
た
3

Ｊ
Ａ
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
が
行
わ
れ
、Ｔ
Ａ
Ｃ
部

門
の
優
秀
賞
を
中
四
国
・
九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
と
し
て
出
場
し
た
Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
の
山

下
清
弥
氏
が
受
賞
し
ま
し
た
。山
下
さ
ん
は
、

「
夏
場
の
草
刈
り
作
業
ゼ
ロ
」と
題
し
、除
草
剤

の
活
用
が
つ
な
ぐ
畜
産
生
産
者
と
集
落
営
農

組
合
の
天
草
式
循
環
型
農
業
の
取
り
組
み
を

発
表
し
ま
し
た
。除
草
剤
使
用
に
よ
る
サ
シ
バ

エ
減
少
の
効
果
と
安
全
性
の
確
保
、除
草
剤
購

入
コ
ス
ト
の
低
減
、人
件
費
の
削
減
に
も
取
り

組
み
成
果
を
出
し
ま
し
た
。

　
山
下
さ
ん
は「
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
業
務
は
指
導
員
で

は
手
が
届
か
な
い
問
題
点
や
課
題
を
解
決
す

る
大
切
な
業
務
だ
と
思
っ
て
い
る
」と
語
り
ま

し
た
。

　
な
お
、全
農
の
単
独
開
催
は
本
年
度
が
最
後

と
な
り
、来
年
度
以
降
は
Ｊ
Ａ
全
中
と
の
共
催

で
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

緊
急
要
請
の
内
容

1
．生
産
資
材
高
騰
対
策
メ
ニ
ュ
ー
の
拡

充
等

2
．農
業
経
営
安
定
化
対
策
に
か
か
る
掛

金
助
成

3
．県
産
農
畜
産
物
の
購
入
に
対
す
る
消

費
者
支
援

〜
J
A
本
渡
五
和 

山
下
清
弥
さ
ん
が
優
秀
賞
を
受
賞
〜
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写真で振り返る 〔農政活動この１年〕

▲木村敬知事へ令和8年度県農業政策・予
算に関する要望書を提出
　（R7.12.22）

▲髙野洋介県議会議長へ令和8年度県農業
政策・予算確保を求める要望書を提出
　（R7.12.22）

▲坂本哲志衆議院議員に令和8年度農業関
係予算に関する重点要請を実施
　（R7.11.11）

▲自民党熊本県連へ8月10日の大雨に関す
る緊急要請を実施（R7.8.25）

▲県選出国会議員へ8月10日からの大雨に
関する緊急要請と令和8年度農業政策・
予算に関する要請を実施（R7.8.17）

▲参議院選挙に向け県下3地区で農政推進
大会を実施（R7.6.6）

▲木原稔衆議院議員に食料・農業・地域政
策の推進に向けた政策要請を実施
　（R7.5.13）

▲参議院選挙に向け県南地区農政推進大
会を実施（R7.6.6）

▲財務省主計官に食料・農業・地域政策の推
進に向けた政策要請を実施（R7.5.13）

▲農政連リーダー研修会を開催し自民党政
権と農政の舞台裏を聴講（R7.3.3）

▲参議院議員選挙に熊本県選挙区から立
候補する馬場成志氏に推薦状を授与
　（R7.3.3）

▲第13回未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテストで入賞した皆さん
　（R7.3.3）
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価
高
騰
対
策「
重
点
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付
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関
す
る
緊
急
要
請
を
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　手渡す熊本県農政連の宮本隆幸委員長

▲表彰を受ける山下清弥さん▲大会で表彰を受けた皆さん
　（前列左から3人目が山下さん）

　
熊
本
県
農
政
連
と
Ｊ
Ａ
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付
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行
い
ま
し
た
。

　
要
請
を
行
っ
た
の
は
、
熊
本
県
農
政
連
の
宮

本
隆
幸
委
員
長
、Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
山
本
浩

二
常
務
な
ど
関
係
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
長
引
く
生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
は
、

農
家
経
営
を
圧
迫
し
て
お
り
、
県
産
農
畜
産

物
の
安
定
生
産
に
支
障
を
き
た
し
か
ね
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
、
こ
の
よ
う
な
中
、
政

府
は
地
方
自
治
体
が
独
自
に
生
産
資
材
対
策

な
ど
に
充
て
ら
れ
る
「
重
点
支
援
地
方
交
付

金
」
を
措
置
す
る
旨
を
閣
議
決
定
し
、
令
和

7
年
度
補
正
予
算
と
し
て
計
上
し
た
こ
と
を

受
け
て
、
熊
本
県
等
に
要
請
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は
、

「
熊
本
県
の
農
業
従
事
者
は
こ
の
5
年
間
で
約

1
万
2
千
人
も
減
少
し
て
お
り
、
生
産
資
材

の
高
騰
や
猛
暑
を
背
景
に
、
離
農
・
廃
業
が

加
速
化
し
て
い
る
。
政
府
の
経
済
対
策
と
し

て
、『
重
点
支
援
地
方
交
付
金
』
が
措
置
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
活
用
し
た
農
業
者
の

経
営
安
定
化
に
向
け
た
要
請
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
要
請
を
受
け
た
熊
本
県
農
林
水
産
部
の
中

島
豪
部
長
は
「
資
材
価
格
の
高
騰
が
農
家
経

営
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。
物
価
高
騰
対

策
な
ど
の
各
種
支
援
策
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
応
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
民
党
県
連
の
前
川
收
会
長
は
「
日

本
の
食
料
安
全
保
障
は
農
家
が
い
な
け
れ
ば

成
り
立
た
な
い
。
農
家
後
継
者
を
つ
く
り
農
業

生
産
を
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
要
望
に

つ
い
て
は
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
中
で
カ

バ
ー
で
き
る
よ
う
や
っ
て
い
く
」
と
話
し
ま

し
た
。

「
Ｔ
Ａ
Ｃ・出
向
く
活
動
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
が
開
催
さ
れ
る
」

　
Ｊ
Ａ
全
農
は
、11
月
に
横
浜
市
で「
Ｔ
Ａ
Ｃ
・

出
向
く
活
動
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
2
0
2
5
」

を
開
催
し
ま
し
た
。今
回
で
18
回
目
と
な
る
大

会
に
は
、全
国
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
含
め

3
0
0
人
超
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
は
地
域
農
業
の
担
い
手
に
出
向

く
Ｊ
Ａ
担
当
者
の
全
国
統
一
名
称
で
す
。全
国
に

は
3
1
6
Ｊ
Ａ
で
3
、4
1
9
人
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
が

活
動
し
て
お
り
、農
業
経
営
者
を
日
々
訪
問
し
、

農
業
経
営
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
え

て
い
ま
す
。

　
大
会
は
、地
域
農
業
振
興
・
担
い
手
経
営
支

援
の
要
と
な
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
日
頃
の
成
果
を

共
有
し
、Ｔ
Ａ
Ｃ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
と

さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、Ｊ
Ａ
事
業
の
質
向

上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
大
会
開
催
に
あ
た
り
J
A
全
農
の
折
原
敬
一

会
長
は「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
発
揮
し
、

業
務
改
善
や
生
産
基
盤
を
確
立
し
て
い
く
こ

と
が
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
意
義
だ
。地
域
農
業
の
持

続
的
な
発
展
に
向
け
て
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
」と
力
を
込
め
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、各
ブ
ロ
ッ
ク
で
選
出
さ
れ
た
3

Ｊ
Ａ
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
が
行
わ
れ
、Ｔ
Ａ
Ｃ
部

門
の
優
秀
賞
を
中
四
国
・
九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
と
し
て
出
場
し
た
Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
の
山

下
清
弥
氏
が
受
賞
し
ま
し
た
。山
下
さ
ん
は
、

「
夏
場
の
草
刈
り
作
業
ゼ
ロ
」と
題
し
、除
草
剤

の
活
用
が
つ
な
ぐ
畜
産
生
産
者
と
集
落
営
農

組
合
の
天
草
式
循
環
型
農
業
の
取
り
組
み
を

発
表
し
ま
し
た
。除
草
剤
使
用
に
よ
る
サ
シ
バ

エ
減
少
の
効
果
と
安
全
性
の
確
保
、除
草
剤
購

入
コ
ス
ト
の
低
減
、人
件
費
の
削
減
に
も
取
り

組
み
成
果
を
出
し
ま
し
た
。

　
山
下
さ
ん
は「
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
業
務
は
指
導
員
で

は
手
が
届
か
な
い
問
題
点
や
課
題
を
解
決
す

る
大
切
な
業
務
だ
と
思
っ
て
い
る
」と
語
り
ま

し
た
。

　
な
お
、全
農
の
単
独
開
催
は
本
年
度
が
最
後

と
な
り
、来
年
度
以
降
は
Ｊ
Ａ
全
中
と
の
共
催

で
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

緊
急
要
請
の
内
容

1
．生
産
資
材
高
騰
対
策
メ
ニ
ュ
ー
の
拡

充
等

2
．農
業
経
営
安
定
化
対
策
に
か
か
る
掛

金
助
成

3
．県
産
農
畜
産
物
の
購
入
に
対
す
る
消

費
者
支
援

〜
J
A
本
渡
五
和 

山
下
清
弥
さ
ん
が
優
秀
賞
を
受
賞
〜
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写真で振り返る 〔農政活動この１年〕

▲木村敬知事へ令和8年度県農業政策・予
算に関する要望書を提出
　（R7.12.22）

▲髙野洋介県議会議長へ令和8年度県農業
政策・予算確保を求める要望書を提出
　（R7.12.22）

▲坂本哲志衆議院議員に令和8年度農業関
係予算に関する重点要請を実施
　（R7.11.11）

▲自民党熊本県連へ8月10日の大雨に関す
る緊急要請を実施（R7.8.25）

▲県選出国会議員へ8月10日からの大雨に
関する緊急要請と令和8年度農業政策・
予算に関する要請を実施（R7.8.17）

▲参議院選挙に向け県下3地区で農政推進
大会を実施（R7.6.6）

▲木原稔衆議院議員に食料・農業・地域政
策の推進に向けた政策要請を実施
　（R7.5.13）

▲参議院選挙に向け県南地区農政推進大
会を実施（R7.6.6）

▲財務省主計官に食料・農業・地域政策の推
進に向けた政策要請を実施（R7.5.13）

▲農政連リーダー研修会を開催し自民党政
権と農政の舞台裏を聴講（R7.3.3）

▲参議院議員選挙に熊本県選挙区から立
候補する馬場成志氏に推薦状を授与
　（R7.3.3）

▲第13回未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテストで入賞した皆さん
　（R7.3.3）



全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
公
認

参
議
院
議
員
藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

百
姓
宣
言
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【
ゲ
タ
対
策
単
価
決
定
】

　
11
月
26
日
、自
民
党
食
料
安
全
保
障
強
化

本
部
・
農
業
構
造
転
換
推
進
委
員
会
・
総
合
農

林
政
策
調
査
会
・
農
林
部
会
合
同
会
議
に
て
、

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金（
ゲ
タ
対
策
）の

交
付
単
価
等
に
つ
い
て
決
定
致
し
ま
し
た
。

農
水
省
を
通
じ
て
財
務
当
局
と
の
折
衝
を
経

て
、交
付
金
単
価
お
よ
び
関
連
対
策
の
決
定

に
至
り
ま
し
た
。私
は
、野
菜
・
果
樹
・
畑
作
物

等
対
策
委
員
長
と
し
て
、尽
力
し
て
参
り
ま

し
た
。相
当
厳
し
い
折
衝
と
な
り
ま
し
た
が
、

何
と
か
関
連
対
策
含
め
生
産
者
手
取
り
の
確

保
に
資
す
る
結
果
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

【
農
林
部
会
と
し
て
補
正
予
算
を
了
承
】

　
11
月
26
日
、食
料
安
全
保
障
強
化
本
部
･

総
合
農
林
政
策
調
査
会
･
農
林
部
会
合
同
会

議
が
開
催
さ
れ
、令
和
7
年
度
補
正
予
算
重

点
事
項
に
つ
い
て
、農
林
部
会
と
し
て
了
承

さ
れ
ま
し
た
。5
年
間
の
農
業
構
造
転
換
推

進
期
間
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
重
要
な
補
正
予

算
と
な
り
ま
す
。私
も
こ
れ
ま
で
継
続
的
に
意

見
し
て
き
ま
し
た
が
、今
回
の
対
策
か
ら
共

同
利
用
施
設
事
業
の
補
助
率
拡
充
が
実
現
し

ま
し
た
。私
も
、共
同
利
用
施
設
事
業
は
じ
め

今
回
の
予
算
が
現
場
で
十
分
活
用
さ
れ
る
よ

う
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

【
令
和
8
年
度
税
制
改
正
と
り
ま
と
め
】

　
12
月
12
日
、自
民
党
税
務
調
査
会
小
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、各
部
会
か
ら
の
税
制
改
正

要
望
に
か
か
る
最
終
と
り
ま
と
め
が
行
わ
れ

ま
し
た
。農
林
部
会
の
重
点
要
望
は
、ほ
ぼ
要

望
ど
お
り
に
措
置
い
た
だ
き
ま
し
た
。小
委

●
昨
年
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
で

　
東
野
ひ
で
き
氏
と
馬
場
成
志
氏
を
応
援

●
藤
木
し
ん
や
参
議
員
議
員
、

　
東
野
ひ
で
き
参
議
院
議
員
を
表
敬
訪
問

　
昨
年
12
月
に
は
東
京
の
参
議
院
議
員
会
館

の
藤
木
し
ん
や
事
務
所
に
て
藤
木
し
ん
や
議

員
と
東
野
ひ
で
き
議
員
を
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。女
性
部
役
員
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー

で
訪
問
し
、意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
宇
城
総
支
部
は
Ｊ
Ａ
熊
本
う
き
の
事
業
区
域
で
あ
る
熊
本
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、3
市

（
宇
城
市
、宇
土
市
、熊
本
市
南
区
城
南
町
と
富
合
町
に
）１
町（
美
里
町
）を
管
内
と
し
て
い
ま
す
。

山
と
海
の
両
方
に
恵
ま
れ
、自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。農
業
は
、中
山
間
、平
坦
、半
島
か
ら
な
る
地

形
の
特
色
を
生
か
し
、米
や
麦
、施
設
園
芸
、果
樹
を
中
心
と
し
た
多
彩
な
農
畜
産
物
が
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
総
支
部
の
活
動
は
盟
友
を
構
成
す
る
5
、8
7
2
戸
か
ら
な
り
、丸
田
総
支
部
長
の
も
と
活
動

を
取
り
ま
と
め
る
事
務
局
を
総
合
企
画
部
内
に
設
置
し
て
い
ま
す
。組
織
の
代
議
員
は
Ｊ
Ａ
役
員

や
生
産
部
会
、青
壮
年
部
、女
性
部
、地
域
代
表
な
ど
幅
広
く
構
成
さ
れ
、農
政
活
動
に
お
い
て
は

盟
友
と
と
も
に
一
致
団
結
し
励
ん
で
い
ま
す
。

員
会
終
了
後
、農
林
関
係
団
体
へ
の
最
終
報
告

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。私
は
、A
班
班
長
と

し
て
団
体
の
皆
様
方
に
結
果
を
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
農
林
部
会
長

代
理
と
し
て
税
制
調
査
会
の
議
論
に
ほ
ぼ
毎

回
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、一
定
の

成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
令
和
8
年
度
畜
産
・
酪
農
対
策
決
定
】

　
12
月
19
日
、自
民
党
畜
産
･
酪
農
対
策
委

員
会
に
て
、令
和
8
年
度
畜
産
・
酪
農
対
策
を

決
定
し
ま
し
た
。私
は
、畜
産
･
酪
農
対
策
委

員
会
事
務
局
次
長
と
し
て
、令
和
8
年
度
対

策
の
検
討
の
中
で
、北
海
道
お
よ
び
南
九
州
へ

の
現
地
視
察
や
W
E
B
で
の
現
地
意
見
交
換

会
、関
連
会
合
で
の
司
会
進
行
や
意
見
発
言

等
に
尽
力
し
て
参
り
ま
し
た
。現
在
の
畜
産
・

酪
農
経
営
は
相
当
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、今
回
の
一
連
の
対
策
が
ト
ー
タ
ル
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
し
て
、生
産
者
の
所
得
向
上
と
営

農
継
続
に
つ
な
が
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お

り
ま
す
。引
き
続
き
、畜
産
･
酪
農
生
産
者
お

よ
び
産
地
の
た
め
に
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。▲12月18日参議院農林水産委員会

　畜産物価格審議、委員長として司会進行

宇
城
総
支
部
だ
よ
り

宇
城
総
支
部
だ
よ
り

県
下
に
は
十
一
の
総
支
部
が
あ
り
こ
の
活
動
状
況
を
毎
月
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、「
農
政
連
宇
城
総
支
部
」（
丸
田
博
雄
総
支
部
長
・
J
A
熊
本
う
き
組
合
長
、
緒
方

秀
俊
事
務
局
長
・
J
A
熊
本
う
き
総
合
企
画
部
長
）
を
紹
介
し
ま
す
。

全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
推
薦

参
議
院
議
員
東
野
ひ
で
き
の

ま
く
伝
え
な
い
と
現
場
が
混
乱
し
か
ね
な
い

こ
と
か
ら
、そ
の
旨
発
言
し
ま
し
た
。食
糧
法

の
見
直
し
に
か
か
る
議
論
は
今
後
も
続
け
ら

れ
ま
す
が
、引
き
続
き
現
場
の
声
を
伝
え
て

ま
い
り
ま
す
。

【
経
済
産
業
部
会
・
環
境
部
会
・
文
部
科
学
部

会
・
農
林
部
会
・
国
土
交
通
部
会
合
同
会
議
に

出
席
】

　
12
月
15
日（
月
）に
開
催
さ
れ
た
合
同
会
議

に
出
席
し
ま
し
た
。議
題
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
対

策
で
す
。2
0
1
2
年
に
F
I
T
制
度（
固
定

価
格
買
取
制
度
）が
開
始
さ
れ
て
以
降
、わ
が

国
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
は
急
速
に
拡
大
し

ま
し
た
が
、自
然
環
境
の
破
壊
や
景
観
悪
化

等
様
々
な
課
題
も
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。そ
れ

ら
の
課
題
が
再
発
し
な
い
よ
う
、必
要
な
規

制
は
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。会
議
で
は

賛
成
・
反
対
の
立
場
か
ら
侃
々
諤
々
の
議
論
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
参
議
院
農
林
水
産
委
員
会
で
初
質
疑
】

　
理
事
に
就
任
し
た
参
議
院
農
林
水
産
委
員

会
で
、12
月
18
日
に
初
め
て
質
疑
に
立
ち
ま

し
た
。テ
ー
マ
は「
畜
産
物
等
の
価
格
安
定
等

に
関
す
る
件
」で
す
。秋
以
降
、全
国
各
地
か

ら
要
請
を
お
受
け
し
、実
際
に
現
場
で
視
察

も
行
い
、畜
産
・
酪
農
現
場
の
苦
し
い
実
情
を

理
解
し
た
う
え
で
臨
み
ま
し
た
。わ
ず
か
15

分
と
非
常
に
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、鈴
木
農
水
大
臣
に
も
現
場
の
声
を
直
接

ぶ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も
現

場
の
声
を
し
っ
か
り
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

【
畜
産
・
酪
農
対
策
委
員
会
北
海
道
視
察
に

出
席
】

　
12
月
6
〜
7
日
に
自
民
党
畜
産
・
酪
農
対

策
委
員
会
と
し
て
、藤
木
眞
也
先
生
と
共
に

北
海
道
を
視
察
し
ま
し
た
。計
3
地
区
を
視

察
し
、直
接
生
産
者
・
団
体
の
皆
さ
ん
の
声
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。視
察
に
よ
り
、

実
態
や
課
題
も
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。お
聞
か

せ
い
た
だ
い
た
切
実
な
声
を
、今
後
の
畜
産
・

酪
農
対
策
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
食
料
安
全
保
障
強
化
本
部
・
総
合
農
林
政
策

調
査
会
・
農
業
構
造
転
換
推
進
委
員
会
・
農
林

部
会
合
同
会
議
に
出
席
】

　
12
月
16
日（
火
）に
開
催
さ
れ
た
合
同
会
議

に
出
席
し
ま
し
た
。議
題
は「
食
糧
法
の
見
直

し
」で
す
。

　
米
穀
の
流
通
構
造
の
把
握
強
化
や
生
産
調

整
に
関
す
る
規
定
の
削
除
等
が
論
点
で
し
た

が
、生
産
調
整
の
文
言
削
除
に
つ
い
て
は
、う

▲農政への想いを熱く語る東野ひでき氏

▲藤木しんや議員・東野ひでき議員と
　意見交換をしました

▲米価高騰を受け米のつかみ取りを実施しました

農政連宇城総支部構成図

農政連宇城総支部

下
益
城
支
部 

熊
本
市
下
北
支
部

宇
土
支
部 

宇
城
支
部

現
場
と
共
に

▲参議院農林水産委員会で初の質問に立ちました

●
東
野
ひ
で
き
支
援
拡
大
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
支
援

　
一
昨
年
の
9
月
に
は
県
農
協
青
壮
年
部
協

議
会
が
実
施
し
た「
東
野
ひ
で
き
支
援
拡
大

キ
ャ
ラ
バ
ン
」を
、J
A
熊
本
う
き
と
し
て
も

青
壮
年
部
・
女
性
部
一
緒
に
な
り
支
援
し
ま
し

た
。東
野
ひ
で
き
氏
は
北
海
道
出
身
で
、自
分

●
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
5
を
開
催

　
熊
本
う
き
で
は
、昨
年
11
月
に
ち
ゃ
ぐ
り

ん
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
し
た
。宇
城
管
内
の

地
域
住
民
な
ど
約
2
0
0
0
人
が
来
場
す
る

　
昨
年
7
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、全

国
農
政
連
と
熊
本
県
農
政
連
が
全
国
比
例
区

代
表
と
し
て
推
薦
し
た
東
野
ひ
で
き
氏
を
、

熊
本
県
選
挙
区
で
は
馬
場
成
志
氏
を
宇
城
総

支
部
と
し
て
強
力
に
応
援
し
ま
し
た
。

　
7
月
の
遊
説
で
は
本
所
3
階
に
盟
友
や
青

壮
年
部
・
女
性
部
、役
職
員
が
多
数
駆
け
付
け
、

全
員
で
支
援
し
ま
し
た
。ま
た
、6
月
に
熊
本

市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
馬
場
成
志
氏
の
決

起
大
会
に
も
支
援
の
声
を
届
け
ま
し
た
。

も
農
家
を
経
営
し
な
が
ら
J
A
組
合
長
な
ど

も
経
験
し
、ま
た
全
国
の
J
A
を
飛
び
回
り

な
が
ら
、生
産
者
の
生
の
声
を
聞
き
、そ
の
声

を
、思
い
を
国
政
に
届
け
て
く
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
地
域
貢
献
・
Ｊ
Ａ
の

フ
ァ
ン
づ
く
り
活
動
を
行
い
ま
し
た
、イ
ベ
ン

ト
運
営
に
は
役
職
員
は
も
と
よ
り
、青
壮
年

部
や
女
性
部
な
ど
多
く
の
仲
間
が
参
加
し

フ
ェ
ス
タ
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。



全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
公
認

参
議
院
議
員
藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

百
姓
宣
言
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【
ゲ
タ
対
策
単
価
決
定
】

　
11
月
26
日
、自
民
党
食
料
安
全
保
障
強
化

本
部
・
農
業
構
造
転
換
推
進
委
員
会
・
総
合
農

林
政
策
調
査
会
・
農
林
部
会
合
同
会
議
に
て
、

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金（
ゲ
タ
対
策
）の

交
付
単
価
等
に
つ
い
て
決
定
致
し
ま
し
た
。

農
水
省
を
通
じ
て
財
務
当
局
と
の
折
衝
を
経

て
、交
付
金
単
価
お
よ
び
関
連
対
策
の
決
定

に
至
り
ま
し
た
。私
は
、野
菜
・
果
樹
・
畑
作
物

等
対
策
委
員
長
と
し
て
、尽
力
し
て
参
り
ま

し
た
。相
当
厳
し
い
折
衝
と
な
り
ま
し
た
が
、

何
と
か
関
連
対
策
含
め
生
産
者
手
取
り
の
確

保
に
資
す
る
結
果
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

【
農
林
部
会
と
し
て
補
正
予
算
を
了
承
】

　
11
月
26
日
、食
料
安
全
保
障
強
化
本
部
･

総
合
農
林
政
策
調
査
会
･
農
林
部
会
合
同
会

議
が
開
催
さ
れ
、令
和
7
年
度
補
正
予
算
重

点
事
項
に
つ
い
て
、農
林
部
会
と
し
て
了
承

さ
れ
ま
し
た
。5
年
間
の
農
業
構
造
転
換
推

進
期
間
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
重
要
な
補
正
予

算
と
な
り
ま
す
。私
も
こ
れ
ま
で
継
続
的
に
意

見
し
て
き
ま
し
た
が
、今
回
の
対
策
か
ら
共

同
利
用
施
設
事
業
の
補
助
率
拡
充
が
実
現
し

ま
し
た
。私
も
、共
同
利
用
施
設
事
業
は
じ
め

今
回
の
予
算
が
現
場
で
十
分
活
用
さ
れ
る
よ

う
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

【
令
和
8
年
度
税
制
改
正
と
り
ま
と
め
】

　
12
月
12
日
、自
民
党
税
務
調
査
会
小
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、各
部
会
か
ら
の
税
制
改
正

要
望
に
か
か
る
最
終
と
り
ま
と
め
が
行
わ
れ

ま
し
た
。農
林
部
会
の
重
点
要
望
は
、ほ
ぼ
要

望
ど
お
り
に
措
置
い
た
だ
き
ま
し
た
。小
委

●
昨
年
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
で

　
東
野
ひ
で
き
氏
と
馬
場
成
志
氏
を
応
援

●
藤
木
し
ん
や
参
議
員
議
員
、

　
東
野
ひ
で
き
参
議
院
議
員
を
表
敬
訪
問

　
昨
年
12
月
に
は
東
京
の
参
議
院
議
員
会
館

の
藤
木
し
ん
や
事
務
所
に
て
藤
木
し
ん
や
議

員
と
東
野
ひ
で
き
議
員
を
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。女
性
部
役
員
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー

で
訪
問
し
、意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
宇
城
総
支
部
は
Ｊ
Ａ
熊
本
う
き
の
事
業
区
域
で
あ
る
熊
本
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、3
市

（
宇
城
市
、宇
土
市
、熊
本
市
南
区
城
南
町
と
富
合
町
に
）１
町（
美
里
町
）を
管
内
と
し
て
い
ま
す
。

山
と
海
の
両
方
に
恵
ま
れ
、自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。農
業
は
、中
山
間
、平
坦
、半
島
か
ら
な
る
地

形
の
特
色
を
生
か
し
、米
や
麦
、施
設
園
芸
、果
樹
を
中
心
と
し
た
多
彩
な
農
畜
産
物
が
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
総
支
部
の
活
動
は
盟
友
を
構
成
す
る
5
、8
7
2
戸
か
ら
な
り
、丸
田
総
支
部
長
の
も
と
活
動

を
取
り
ま
と
め
る
事
務
局
を
総
合
企
画
部
内
に
設
置
し
て
い
ま
す
。組
織
の
代
議
員
は
Ｊ
Ａ
役
員

や
生
産
部
会
、青
壮
年
部
、女
性
部
、地
域
代
表
な
ど
幅
広
く
構
成
さ
れ
、農
政
活
動
に
お
い
て
は

盟
友
と
と
も
に
一
致
団
結
し
励
ん
で
い
ま
す
。

員
会
終
了
後
、農
林
関
係
団
体
へ
の
最
終
報
告

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。私
は
、A
班
班
長
と

し
て
団
体
の
皆
様
方
に
結
果
を
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
農
林
部
会
長

代
理
と
し
て
税
制
調
査
会
の
議
論
に
ほ
ぼ
毎

回
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、一
定
の

成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
令
和
8
年
度
畜
産
・
酪
農
対
策
決
定
】

　
12
月
19
日
、自
民
党
畜
産
･
酪
農
対
策
委

員
会
に
て
、令
和
8
年
度
畜
産
・
酪
農
対
策
を

決
定
し
ま
し
た
。私
は
、畜
産
･
酪
農
対
策
委

員
会
事
務
局
次
長
と
し
て
、令
和
8
年
度
対

策
の
検
討
の
中
で
、北
海
道
お
よ
び
南
九
州
へ

の
現
地
視
察
や
W
E
B
で
の
現
地
意
見
交
換

会
、関
連
会
合
で
の
司
会
進
行
や
意
見
発
言

等
に
尽
力
し
て
参
り
ま
し
た
。現
在
の
畜
産
・

酪
農
経
営
は
相
当
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、今
回
の
一
連
の
対
策
が
ト
ー
タ
ル
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
し
て
、生
産
者
の
所
得
向
上
と
営

農
継
続
に
つ
な
が
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お

り
ま
す
。引
き
続
き
、畜
産
･
酪
農
生
産
者
お

よ
び
産
地
の
た
め
に
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。▲12月18日参議院農林水産委員会

　畜産物価格審議、委員長として司会進行

宇
城
総
支
部
だ
よ
り

宇
城
総
支
部
だ
よ
り

県
下
に
は
十
一
の
総
支
部
が
あ
り
こ
の
活
動
状
況
を
毎
月
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、「
農
政
連
宇
城
総
支
部
」（
丸
田
博
雄
総
支
部
長
・
J
A
熊
本
う
き
組
合
長
、
緒
方

秀
俊
事
務
局
長
・
J
A
熊
本
う
き
総
合
企
画
部
長
）
を
紹
介
し
ま
す
。

全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
推
薦

参
議
院
議
員
東
野
ひ
で
き
の

ま
く
伝
え
な
い
と
現
場
が
混
乱
し
か
ね
な
い

こ
と
か
ら
、そ
の
旨
発
言
し
ま
し
た
。食
糧
法

の
見
直
し
に
か
か
る
議
論
は
今
後
も
続
け
ら

れ
ま
す
が
、引
き
続
き
現
場
の
声
を
伝
え
て

ま
い
り
ま
す
。

【
経
済
産
業
部
会
・
環
境
部
会
・
文
部
科
学
部

会
・
農
林
部
会
・
国
土
交
通
部
会
合
同
会
議
に

出
席
】

　
12
月
15
日（
月
）に
開
催
さ
れ
た
合
同
会
議

に
出
席
し
ま
し
た
。議
題
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
対

策
で
す
。2
0
1
2
年
に
F
I
T
制
度（
固
定

価
格
買
取
制
度
）が
開
始
さ
れ
て
以
降
、わ
が

国
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
は
急
速
に
拡
大
し

ま
し
た
が
、自
然
環
境
の
破
壊
や
景
観
悪
化

等
様
々
な
課
題
も
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。そ
れ

ら
の
課
題
が
再
発
し
な
い
よ
う
、必
要
な
規

制
は
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。会
議
で
は

賛
成
・
反
対
の
立
場
か
ら
侃
々
諤
々
の
議
論
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
参
議
院
農
林
水
産
委
員
会
で
初
質
疑
】

　
理
事
に
就
任
し
た
参
議
院
農
林
水
産
委
員

会
で
、12
月
18
日
に
初
め
て
質
疑
に
立
ち
ま

し
た
。テ
ー
マ
は「
畜
産
物
等
の
価
格
安
定
等

に
関
す
る
件
」で
す
。秋
以
降
、全
国
各
地
か

ら
要
請
を
お
受
け
し
、実
際
に
現
場
で
視
察

も
行
い
、畜
産
・
酪
農
現
場
の
苦
し
い
実
情
を

理
解
し
た
う
え
で
臨
み
ま
し
た
。わ
ず
か
15

分
と
非
常
に
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、鈴
木
農
水
大
臣
に
も
現
場
の
声
を
直
接

ぶ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も
現

場
の
声
を
し
っ
か
り
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

【
畜
産
・
酪
農
対
策
委
員
会
北
海
道
視
察
に

出
席
】

　
12
月
6
〜
7
日
に
自
民
党
畜
産
・
酪
農
対

策
委
員
会
と
し
て
、藤
木
眞
也
先
生
と
共
に

北
海
道
を
視
察
し
ま
し
た
。計
3
地
区
を
視

察
し
、直
接
生
産
者
・
団
体
の
皆
さ
ん
の
声
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。視
察
に
よ
り
、

実
態
や
課
題
も
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。お
聞
か

せ
い
た
だ
い
た
切
実
な
声
を
、今
後
の
畜
産
・

酪
農
対
策
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
食
料
安
全
保
障
強
化
本
部
・
総
合
農
林
政
策

調
査
会
・
農
業
構
造
転
換
推
進
委
員
会
・
農
林

部
会
合
同
会
議
に
出
席
】

　
12
月
16
日（
火
）に
開
催
さ
れ
た
合
同
会
議

に
出
席
し
ま
し
た
。議
題
は「
食
糧
法
の
見
直

し
」で
す
。

　
米
穀
の
流
通
構
造
の
把
握
強
化
や
生
産
調

整
に
関
す
る
規
定
の
削
除
等
が
論
点
で
し
た

が
、生
産
調
整
の
文
言
削
除
に
つ
い
て
は
、う

▲農政への想いを熱く語る東野ひでき氏

▲藤木しんや議員・東野ひでき議員と
　意見交換をしました

▲米価高騰を受け米のつかみ取りを実施しました

農政連宇城総支部構成図

農政連宇城総支部

下
益
城
支
部 

熊
本
市
下
北
支
部

宇
土
支
部 

宇
城
支
部

現
場
と
共
に

▲参議院農林水産委員会で初の質問に立ちました

●
東
野
ひ
で
き
支
援
拡
大
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
支
援

　
一
昨
年
の
9
月
に
は
県
農
協
青
壮
年
部
協

議
会
が
実
施
し
た「
東
野
ひ
で
き
支
援
拡
大

キ
ャ
ラ
バ
ン
」を
、J
A
熊
本
う
き
と
し
て
も

青
壮
年
部
・
女
性
部
一
緒
に
な
り
支
援
し
ま
し

た
。東
野
ひ
で
き
氏
は
北
海
道
出
身
で
、自
分

●
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
5
を
開
催

　
熊
本
う
き
で
は
、昨
年
11
月
に
ち
ゃ
ぐ
り

ん
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
し
た
。宇
城
管
内
の

地
域
住
民
な
ど
約
2
0
0
0
人
が
来
場
す
る

　
昨
年
7
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、全

国
農
政
連
と
熊
本
県
農
政
連
が
全
国
比
例
区

代
表
と
し
て
推
薦
し
た
東
野
ひ
で
き
氏
を
、

熊
本
県
選
挙
区
で
は
馬
場
成
志
氏
を
宇
城
総

支
部
と
し
て
強
力
に
応
援
し
ま
し
た
。

　
7
月
の
遊
説
で
は
本
所
3
階
に
盟
友
や
青

壮
年
部
・
女
性
部
、役
職
員
が
多
数
駆
け
付
け
、

全
員
で
支
援
し
ま
し
た
。ま
た
、6
月
に
熊
本

市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
馬
場
成
志
氏
の
決

起
大
会
に
も
支
援
の
声
を
届
け
ま
し
た
。

も
農
家
を
経
営
し
な
が
ら
J
A
組
合
長
な
ど

も
経
験
し
、ま
た
全
国
の
J
A
を
飛
び
回
り

な
が
ら
、生
産
者
の
生
の
声
を
聞
き
、そ
の
声

を
、思
い
を
国
政
に
届
け
て
く
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
地
域
貢
献
・
Ｊ
Ａ
の

フ
ァ
ン
づ
く
り
活
動
を
行
い
ま
し
た
、イ
ベ
ン

ト
運
営
に
は
役
職
員
は
も
と
よ
り
、青
壮
年

部
や
女
性
部
な
ど
多
く
の
仲
間
が
参
加
し

フ
ェ
ス
タ
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。



　

 （7）No.433　みどりの風　2026.1.15 No.433　みどりの風　2026.1.15（6）

　
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
12
月
20

日
、熊
本
市
の
え
が
お
健
康
ス

タ
ジ
ア
ム
で
開
か
れ
た「
第
24

回
Ｒ
Ｋ
Ｋ
学
童
駅
伝
大
会
」に

特
別
協
賛
し
ま
し
た
。未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
応
援
し
、県
産
農
畜
産
物

の
提
供
を
通
じ
て
食
と
農
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
。大
会
に
は
小
学
4
年
生
か
ら
6

年
生
の
児
童
約
6
6
0
人
が
参
加
し
、

5
区
間
8
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。

　
入
賞
チ
ー
ム
に
は
、く
ま
も
と
黒
毛

和
牛「
和
王
」や「
く
ま
も
と
の
り
ん
ど

う
ポ
ー
ク
」、熊
本
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
の
お
米「
く
ま
さ
ん
の
輝
き
」な
ど

を
贈
呈
。ま
た
、併
せ
て
企
画
し
た
お

楽
し
み
抽
選
会
で
は
、味
彩
牛
や「
ゆ

う
べ
に
」い
ち
ご
、冷
凍
炒
飯
セ
ッ
ト

な
ど
の
豪
華
賞
品
を
贈
り
ま
し
た
。参

加
賞
と
し
て
は
、「
く
ま
さ
ん
の
輝
き
」

を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
と
、ミ
ニ
ト
マ
ト

「
ア
ン
ジ
ェ
レ
」、「
森
の
く
ま
さ
ん
」の

テ
ィ
ー
バ
ッ
ク
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
同
連
の
丁
道
夫
代
表
理
事
会
長
は

あ
い
さ
つ
で「
し
っ
か
り
食
べ
て
体
づ

く
り
を
す
る
こ
と
は
大
切
。練
習
の
成

果
を
出
せ
る
よ
う
ゴ
ー
ル
目
指
し
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と
児
童
た
ち
を
激

励
し
ま
し
た
。

入賞賞品や抽選会賞品として
県産農畜産物・加工品を贈呈

第
24
回
Ｒ
Ｋ
Ｋ
学
童
駅
伝
大
会
に
協
賛

〜
く
ま
も
と
の
お
い
し
い
も
の
で
子
ど
も
た
ち
を
笑
顔
に
〜

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
は
12
月
13
日
、ホ

テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
熊
本
に
て「
第
50
回

『
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
』作
文
・
図
画

コ
ン
ク
ー
ル
」の
表
彰
式
を
開
催
し
ま

し
た
。お
米
の
良
さ
と
食
料
や
農
業
の
大
切
さ

を
学
ん
で
も
ら
う
目
的
で
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。最
高
賞
の
熊
本
県
知
事
賞
に
は
、作
文

の
部
で
江
口
倫
平
さ
ん（
玉
名
町
立
玉
名
町
小

学
校
4
年
）、図
画
の
部
で
堤
青
奈
さ
ん（
山
鹿

市
立
鹿
北
小
学
校
3
年
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

県
内
小
・
中
学
校
か
ら
作
文
の
部
に
1
、

0
0
7
点
、図
画
の
部
に
2
、3
2
9
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、Ｊ
Ａ
全
中
が
実
施
し
た
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
図
画
部
門
で
告
本
百
合
佳
さ
ん

（
山
都
町
立
矢
部
小
学
校
4
年
）が
全
国
農
業

第
50
回「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」

　
　
　作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を
開
催

協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、優
秀
賞
に
は
作
文
部
門
で
菊
池
奏

汰
さ
ん（
熊
本
市
立
田
原
小
学
校
3
年
）、図

画
部
門
で
米
村
実
莉
さ
ん（
熊
本
市
立
城
東

小
学
校
1
年
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は「
自
分
た
ち
の

地
域
や
日
本
の
農
業
に
つ
い
て
考
え
る
貴
重

な
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。た
く
さ
ん
ご

飯
を
食
べ
、健
康
な
心
と
体
を
育
み
、次
代
を

担
う
立
派
な
社
会
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」と

挨
拶
し
ま
し
た
。

▲特別賞受賞者のみなさん

▲作文の部「ぼくは米大臣」 ▲図画の部「おいしい　おにぎり」

　
Ｊ
Ａ
の
こ
ど
も
共
済「
学
資
応
援

隊
」が
、コ
ネ
ヒ
ト
株
式
会
社
が
運
営

す
る
国
内
最
大
級
の
マ
マ
向
け
サ
ー

ビ
ス
ア
プ
リ「
マ
マ
リ
」に
て
実
施
し

た「
マ
マ
リ
口
コ
ミ
大
賞
2
0
2
6（
学
資
保

険
部
門
）」を
受
賞
し
ま
し
た
。今
期
で
10
期

連
続
受
賞
で
す
。

　「
マ
マ
リ
口
コ
ミ
大
賞
」は
、マ
マ
向
け
ア

プ
リ「
マ
マ
リ
」が
、ア
プ
リ「
マ
マ
リ
」内
の

月
間
4
0
0
万
検
索
・
1
1
0
万
投
稿
の

Ｊ
Ａ
の
こ
ど
も
共
済
「
学
資
応
援
隊
」

「
マ
マ
リ
口（
く
ち
）コ
ミ
大
賞
2
0
2
6
」受
賞
！

デ
ー
タ
を
も
と
に
、全
国
の
子
育
て
家
族
が

支
持
し
て
い
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
厳
選
し

て
紹
介
す
る
企
画
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
こ
ど
も
共
済「
学
資
応
援
隊
」は
地

域
密
着
型
の
活
動
と
高
い
貯
蓄
性
が
選
ば
れ

た
決
め
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
、

お
子
さ
ま
の
学
資
金
づ
く
り
を
、Ｊ
Ａ
の
こ

ど
も
共
済「
学
資
応
援
隊
」で
準
備
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
詳
し
く
は
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
へ
お
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
♪

★ ポイント1 ★

ＪＡのこども共済「学資応援隊」の４つのポイントＪＡのこども共済「学資応援隊」の４つのポイント

学資金のお受取りは、進学時期に
合せた中学・高校・大学プランから
お選びいただけます。

★ ポイント2 ★

★ ポイント3 ★ ★ ポイント4 ★

ＪＡ共済が選ばれています！！

高い貯蓄性と保障が
バランスよく備わっていて、
効率的に資金準備できます。

ご契約者（親族）がもしものとき※、
その後の共済掛金はいただきません。

お子さま・お孫さまのために
７５歳までご契約いただけます。※共済掛金払込免除不担保特則を付加する

　場合を除きます。

関
節
痛

　JA中央会

JA経済連
　
関
節
は
身
体
を
動
か
す
た
め
の
組
織

で
す
。人
間
に
は
い
ろ
ん
な
関
節
が
あ

り
ま
す
が
、今
回
は「
肩（
肩
こ
り
）」と

「
腰（
腰
痛
）」に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

【
肩
こ
り
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
】

　
肩
こ
り
は
、筋
肉
の
緊
張
が
積
み
重
な

り
、血
行
障
害
を
起
こ
し
、筋
肉
内
に
老
廃

物
が
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。

【
肩
こ
り
の
主
な
原
因
は
？
】

①
姿
勢
の
悪
さ  

②
冷
え  

③
運
動
不
足 

④
ス
ト
レ
ス  

⑤
自
律
神
経
の
不
安
定 

⑥
視
力
の
異
常  

⑦
首
や
骨
の
異
常  

⑧
骨
や
椎
間
板
の
老
化
　
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
肩
こ
り
解
決
の
ポ
イ
ン
ト
！
】

　
肩
や
首
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、血
行
を
よ
く

す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。 

　
一
方
、姿
勢
や
動

作
と
関
係
の
な
い

原
因
不
明
の
痛
み

が
あ
る
場
合
や
、

安
静
に
し
て
も
痛

み
が
治
ま
ら
な
い

場
合
は
、
無
理
を

せ
ず
医
師
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

【
腰
痛
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
】

　
二
本
足
で
生
活
す
る
人
間
の
骨
格
は
、重

た
い
上
半
身
を
腰（
腰
椎
）で
支
え
る
と
い

う
不
安
定
な
構
造
を
し
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
、腰
に
無
理
が
重
な
り
、腰
痛
が
起
こ
り

ま
す
。

　JA厚生連

　JA共済連

　　　

【
腰
痛
を
防
ぐ
に
は
？
】

1
．無
理
な
姿
勢
を
な
る
べ
く
と
ら
な
い

　
無
理
な
姿
勢
は
腰
に
負
担
が
掛
か
り
ま

す
。一
方
、腹
筋
・
背
筋
を
鍛
え
て
、筋
肉
で
背

骨
を
支
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。 

2
．中
腰
で
重
い
物
を
持
た
な
い

　
重
た
い
荷
物
を
運
ぶ
際
の
注
意
点
は
、ま

ず
、足
を
肩
幅
に
開
き
安
定
し
た
姿
勢
を
作

り
ま
す
。背
中
は
ま
っ
す
ぐ
に
保
ち
膝
を
曲

げ
、荷
物
を
体
に
近
づ
け
て
、膝
と
股
関
節

の
力
で
持
ち
上
げ
る
と
腰
へ
の
負
担
を
軽

く
で
き
ま
す
。 

3
．や
わ
ら
か
す
ぎ
る
寝
具
や
無
理
な
姿
勢

で
寝
な
い

　
1
日
の
約
3
分
の
1
は
睡
眠
で
す
。や
わ

ら
か
す
ぎ
る
布
団
や
ベ
ッ
ド
・
高
す
ぎ
る
枕

等
、不
自
然
な
姿
勢
で
寝
る
こ
と
で
、首
や

腰
に
余
計
な
負
担
が
掛
か
り
ま
す
。 

4
．椅
子
の
高
さ
は
足
の
長
さ
に
あ
わ
せ
る

　
無
理
な
姿
勢
を
と
ら
な
い
た
め
に
も
、最

適
な
高
さ
の
椅
子
を
選
び
ま
し
ょ
う
。足

首
・
ひ
ざ
・
股
関
節
が
直
角
に
な
る
高
さ
が

最
適
で
す
。

　
肩
こ
り
・
腰

痛
に
悩
ん
で
い

る
方
は
、
大
変

多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

適
切
な
予
防
・

治
療
を
行
い
、

快
適
な
日
常
生

活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

約660人の児童が駆け抜けました
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を
笑
顔
に
〜

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
は
12
月
13
日
、ホ

テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
熊
本
に
て「
第
50
回

『
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
』作
文
・
図
画

コ
ン
ク
ー
ル
」の
表
彰
式
を
開
催
し
ま

し
た
。お
米
の
良
さ
と
食
料
や
農
業
の
大
切
さ

を
学
ん
で
も
ら
う
目
的
で
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。最
高
賞
の
熊
本
県
知
事
賞
に
は
、作
文

の
部
で
江
口
倫
平
さ
ん（
玉
名
町
立
玉
名
町
小

学
校
4
年
）、図
画
の
部
で
堤
青
奈
さ
ん（
山
鹿

市
立
鹿
北
小
学
校
3
年
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

県
内
小
・
中
学
校
か
ら
作
文
の
部
に
1
、

0
0
7
点
、図
画
の
部
に
2
、3
2
9
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、Ｊ
Ａ
全
中
が
実
施
し
た
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
図
画
部
門
で
告
本
百
合
佳
さ
ん

（
山
都
町
立
矢
部
小
学
校
4
年
）が
全
国
農
業

第
50
回「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」

　
　
　作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を
開
催

協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、優
秀
賞
に
は
作
文
部
門
で
菊
池
奏

汰
さ
ん（
熊
本
市
立
田
原
小
学
校
3
年
）、図

画
部
門
で
米
村
実
莉
さ
ん（
熊
本
市
立
城
東

小
学
校
1
年
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は「
自
分
た
ち
の

地
域
や
日
本
の
農
業
に
つ
い
て
考
え
る
貴
重

な
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。た
く
さ
ん
ご

飯
を
食
べ
、健
康
な
心
と
体
を
育
み
、次
代
を

担
う
立
派
な
社
会
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」と

挨
拶
し
ま
し
た
。

▲特別賞受賞者のみなさん

▲作文の部「ぼくは米大臣」 ▲図画の部「おいしい　おにぎり」

　
Ｊ
Ａ
の
こ
ど
も
共
済「
学
資
応
援

隊
」が
、コ
ネ
ヒ
ト
株
式
会
社
が
運
営

す
る
国
内
最
大
級
の
マ
マ
向
け
サ
ー

ビ
ス
ア
プ
リ「
マ
マ
リ
」に
て
実
施
し

た「
マ
マ
リ
口
コ
ミ
大
賞
2
0
2
6（
学
資
保

険
部
門
）」を
受
賞
し
ま
し
た
。今
期
で
10
期

連
続
受
賞
で
す
。

　「
マ
マ
リ
口
コ
ミ
大
賞
」は
、マ
マ
向
け
ア

プ
リ「
マ
マ
リ
」が
、ア
プ
リ「
マ
マ
リ
」内
の

月
間
4
0
0
万
検
索
・
1
1
0
万
投
稿
の

Ｊ
Ａ
の
こ
ど
も
共
済
「
学
資
応
援
隊
」

「
マ
マ
リ
口（
く
ち
）コ
ミ
大
賞
2
0
2
6
」受
賞
！

デ
ー
タ
を
も
と
に
、全
国
の
子
育
て
家
族
が

支
持
し
て
い
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
厳
選
し

て
紹
介
す
る
企
画
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
こ
ど
も
共
済「
学
資
応
援
隊
」は
地

域
密
着
型
の
活
動
と
高
い
貯
蓄
性
が
選
ば
れ

た
決
め
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
、

お
子
さ
ま
の
学
資
金
づ
く
り
を
、Ｊ
Ａ
の
こ

ど
も
共
済「
学
資
応
援
隊
」で
準
備
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
詳
し
く
は
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
へ
お
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
♪

★ ポイント1 ★

ＪＡのこども共済「学資応援隊」の４つのポイントＪＡのこども共済「学資応援隊」の４つのポイント

学資金のお受取りは、進学時期に
合せた中学・高校・大学プランから
お選びいただけます。

★ ポイント2 ★

★ ポイント3 ★ ★ ポイント4 ★

ＪＡ共済が選ばれています！！

高い貯蓄性と保障が
バランスよく備わっていて、
効率的に資金準備できます。

ご契約者（親族）がもしものとき※、
その後の共済掛金はいただきません。

お子さま・お孫さまのために
７５歳までご契約いただけます。※共済掛金払込免除不担保特則を付加する

　場合を除きます。

関
節
痛

　JA中央会

JA経済連
　
関
節
は
身
体
を
動
か
す
た
め
の
組
織

で
す
。人
間
に
は
い
ろ
ん
な
関
節
が
あ

り
ま
す
が
、今
回
は「
肩（
肩
こ
り
）」と

「
腰（
腰
痛
）」に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

【
肩
こ
り
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
】

　
肩
こ
り
は
、筋
肉
の
緊
張
が
積
み
重
な

り
、血
行
障
害
を
起
こ
し
、筋
肉
内
に
老
廃

物
が
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。

【
肩
こ
り
の
主
な
原
因
は
？
】

①
姿
勢
の
悪
さ  

②
冷
え  

③
運
動
不
足 

④
ス
ト
レ
ス  

⑤
自
律
神
経
の
不
安
定 

⑥
視
力
の
異
常  

⑦
首
や
骨
の
異
常  

⑧
骨
や
椎
間
板
の
老
化
　
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
肩
こ
り
解
決
の
ポ
イ
ン
ト
！
】

　
肩
や
首
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、血
行
を
よ
く

す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。 

　
一
方
、姿
勢
や
動

作
と
関
係
の
な
い

原
因
不
明
の
痛
み

が
あ
る
場
合
や
、

安
静
に
し
て
も
痛

み
が
治
ま
ら
な
い

場
合
は
、
無
理
を

せ
ず
医
師
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

【
腰
痛
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
】

　
二
本
足
で
生
活
す
る
人
間
の
骨
格
は
、重

た
い
上
半
身
を
腰（
腰
椎
）で
支
え
る
と
い

う
不
安
定
な
構
造
を
し
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
、腰
に
無
理
が
重
な
り
、腰
痛
が
起
こ
り

ま
す
。

　JA厚生連

　JA共済連

　　　

【
腰
痛
を
防
ぐ
に
は
？
】

1
．無
理
な
姿
勢
を
な
る
べ
く
と
ら
な
い

　
無
理
な
姿
勢
は
腰
に
負
担
が
掛
か
り
ま

す
。一
方
、腹
筋
・
背
筋
を
鍛
え
て
、筋
肉
で
背

骨
を
支
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。 

2
．中
腰
で
重
い
物
を
持
た
な
い

　
重
た
い
荷
物
を
運
ぶ
際
の
注
意
点
は
、ま

ず
、足
を
肩
幅
に
開
き
安
定
し
た
姿
勢
を
作

り
ま
す
。背
中
は
ま
っ
す
ぐ
に
保
ち
膝
を
曲

げ
、荷
物
を
体
に
近
づ
け
て
、膝
と
股
関
節

の
力
で
持
ち
上
げ
る
と
腰
へ
の
負
担
を
軽

く
で
き
ま
す
。 

3
．や
わ
ら
か
す
ぎ
る
寝
具
や
無
理
な
姿
勢

で
寝
な
い

　
1
日
の
約
3
分
の
1
は
睡
眠
で
す
。や
わ

ら
か
す
ぎ
る
布
団
や
ベ
ッ
ド
・
高
す
ぎ
る
枕

等
、不
自
然
な
姿
勢
で
寝
る
こ
と
で
、首
や

腰
に
余
計
な
負
担
が
掛
か
り
ま
す
。 

4
．椅
子
の
高
さ
は
足
の
長
さ
に
あ
わ
せ
る

　
無
理
な
姿
勢
を
と
ら
な
い
た
め
に
も
、最

適
な
高
さ
の
椅
子
を
選
び
ま
し
ょ
う
。足

首
・
ひ
ざ
・
股
関
節
が
直
角
に
な
る
高
さ
が

最
適
で
す
。

　
肩
こ
り
・
腰

痛
に
悩
ん
で
い

る
方
は
、
大
変

多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

適
切
な
予
防
・

治
療
を
行
い
、

快
適
な
日
常
生

活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

約660人の児童が駆け抜けました
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みどりの

発
行
／
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟

　熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
2-

3

　電
話 

0
9
6-

3
2
8-

1
2
8
4

　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
8
年
1
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
熊
本
の
バ
ス
や
電
車
で
の
決
済
方
法
が
、ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
へ
変
更
に
な
っ
て
約
1
年
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
全
国
交
通
系
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

S
U
I
C
A
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。東
京
や
大
阪
出
張

時
も
大
変
便
利
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
カ
ー
ド
で
し
た
。

東
京
に
出
張
す
る
と
、電
車
に
乗
る
た
び
に
、電
車
を

乗
り
継
ぐ
た
び
に
券
売
機
で
乗
車
キ
ッ
プ
を
買
っ
て
い

ま
し
た
。あ
る
時
、先
輩
が
キ
ッ
プ
を
毎
回
買
う
私
を

見
て
、S
U
I
C
A
カ
ー
ド
の
購
入
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。も
う
20
年
以
上
も
前
の
話
し
で
す
。

　
こ
の
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
現
金
を
持
ち
歩
か
な
く
て

い
い
し
、時
間
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。熊
本
の
バ
ス

や
電
車
で
も
使
え
て
非
常
に
便
利
で
し
た
。し
か
し
、

昨
年
の
2
月
か
ら
熊
本
市
電
を
除
い
て
、こ
の
全
国
交

通
系
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
使
え
な
く
な
り
、不
便
を
感
じ

て
い
ま
す
。ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
タ
ッ
チ
決
済
が
使

え
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、カ
ー
ド
自
体
に
タ
ッ
チ
決

済
機
能
が
付
帯
さ
れ
て
い
な
い
と
使
え
ま
せ
ん
。私
の

カ
ー
ド
に
そ
の
機
能
は
付
い
て
い
ま
せ
ん
。

撮影：平島 千佳 様

「大きなちりめんオバケ」

第13回 未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテスト入選作品

　
昨
年
12
月
の
新
聞
に
、「
酪
農
牛
舎
整
備
の
支
援
再
開
」

や「
都
府
県
酪
農
ピ
ン
チ
」と
い
う
文
字
が
大
き
く
掲
載

さ
れ
て
い
た
。農
水
省
は
こ
れ
ま
で
、酪
農
・
畜
産
農
家
の

収
益
性
を
高
め
る「
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
」で
酪
農
分

野
に
支
援
の
制
限
を
行
っ
て
き
た
。し
か
し
、酪
農
家
戸
数

の
減
少
が
加
速
し
、将
来
的
な
生
乳
生
産
量
の
減
少
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、令
和
4
年
か
ら
停
止
し
て
い
た
牛

舎
整
備
へ
の
支
援
や
機
械
導
入
時
の
増
頭
制
限
も
な
く
す

こ
と
で
、支
援
再
開
に
必
要
な
予
算
を
令
和
7
年
度
補
正

予
算
案
に
盛
り
込
み
、先
月
の
参
議
院
本
会
議
で
補
正
予

算
は
成
立
し
た
。背
景
に
は
、全
国
の
酪
農
家
の
戸
数
が

約
5
％
ず
つ
減
少
し
、全
国
の
戸
数
1
万
戸
を
割
り
込

み
、さ
ら
な
る
離
農
を
生
み
か
ね
な
い
と
の
懸
念
か
ら
で

あ
る
。

　
平
成
20
年
に
は
2
万
戸
あ
っ
た
酪
農
家
戸
数
も
半
減

し
て
お
り
、近
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
や
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
飼
料
高
騰
の
影
響
が
加
わ

り
、高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
減
少
に
拍
車
を
か
け
て
い

る
。農
水
省
は「
離
農
が
進
む
ペ
ー
ス
が
速
く
、将
来
的
に

は
生
乳
生
産
が
追
い
付
か
な
く
な
る
懸
念
が
大
き
い
」と

し
、施
設
整
備
や
機
械
導
入
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。

　
さ
て
、先
日
農
水
省
が
発
表
し
た「
農
業
セ
ン
サ
ス
」

に
よ
る
と
、自
営
農
業
を
主
な
仕
事
と
す
る「
基
幹
的
農

業
従
事
者
」は
約
1
0
2
万
人
で
、15
年
前
の
2
0
5
万

人
か
ら
半
減
し
、5
年
前
と
比
べ
て
も
25
％
減
少
し
た
。

燃
料
や
肥
料
な
ど
資
材
価
格
の
高
騰
や
猛
暑
を
背
景
に

生
産
現
場
の
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、高
齢
者
を

中
心
に
離
農
や
廃
業
が
加
速
し
た
こ
と
が
要
因
だ
と
し

て
い
る
。

　
熊
本
県
の
農
業
従
事
者
は
、約
3
万
9
千
人
で
同
じ
く

こ
の
5
年
間
で
約
24
％
、1
万
2
千
人
減
少
し
た
。

　
ま
た
、農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢
は
、67
・
6
歳
と
高
い

水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　
コ
メ
や
野
菜
な
ど
農
畜
産
物
の
国
内
生
産
能
力
が
低

下
す
れ
ば
、品
不
足
や
価
格
高
騰
は
避
け
ら
れ
ず
、「
令
和

の
コ
メ
騒
動
」の
よ
う
な
食
料
騒
動
が
常
態
化
し
、消
費

が
落
ち
込
み
離
農
が
更
に
加
速
化
す
る
恐
れ
も
あ
る
。

あ
ぜ
み
ち

2
2026

令和8年

今月の表紙「そのまま食べていいの？」 (撮影：田中 しおり  様)　第13回 未来に伝えたい農業・農村の風景フォトコンテスト入選作品
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